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 去る5月15日午後3時30分よ

り、アバローム紀の国に於いて平成

30 年度和歌山保護司会通常総会が

開催された。 

 総会の進行は、いつも通り野々村

総務部会長が担当。小西会長の挨拶

に続き、市長感謝状の授与が行われ

た。7名の方々に森井 均副市長よ

り壇上に於いて、お一人お一人に手

渡された。 

 次に来賓の森井副市長と熊部保護

観察所長より祝辞をいただいた。司

会者より定足数の確認報告（出席者

９６名・委任状提出人数６８名）と

総会成立の告知がなされた。 

 議長には北支部の角田 秀樹氏を

選出し議事に入った。今年度の総会

では、執行部より第３号議案で特別 

会計積立金が提案され、小西会長か 

 
らの提案理由を受け慎重に審議され

た。一部質問も出されたが全会一致

で承認された。 

また第 2 号議案「会計監査報告」

で監査より『２９年度の監査の際、

収入の部２の保護司会に対する実費

弁償金科目に国費からの受け入れ金

額を全額そのまま受け入れる。その

後、助成金として各支部に支給し、 

その金額を支出の部３・事業費の⑤ 

分区支部助成金に反映すべきではと

摘 

 

全議案拍手で承認。新年度の活動に弾み！ 

角倉 耕一（東支部） 

中村 四郎（東支部） 

補陀 寛之（東支部） 

林   功（東支部） 

小林 勝司（西支部） 

中村 咲子（西支部） 

西本 憲夫（北支部） 

（順不同・敬称略） 

市長感謝状受彰者 

おめでとうございます 

 
【支部別出席者数】 

・東：34名（23名） ・西 19名（13名） 
・南：19名（19名） ・北 25名（22名） 

※（ ）内は懇親会出席者数 

 

指摘した』旨の報告がなされた。 

第 5 号議案平成 30 年度予算（案）

では、監査指摘を受けて作成し、全

会一致で可決承認された。 

その他の議案も、角田議長の堂々

とした見事な議事進行手腕で全議案

が原案通り可決承認となり閉会。 

 

 

▲挨拶する角田議長            ▲質問等に答える小西会長（執行部席） 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

  
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大勢の来賓を迎え「和気あいあいの懇親会」 

和歌山市市長       尾花 正啓 

市議会厚生委員会委員長   丹羽 直子 

市教育委員会教育長   原  一起  

和歌山市市長公室長   瀬崎 典男 

和歌山市総務局長    森  泰之

和歌山市市民環境局長  和田 年昭

和歌山市福祉局長   川﨑 秀行 

和歌山市教育局長   津守 和宏

和歌山市産業交流局長 有馬 専至

和歌山保護観察所所長 熊部 昭滋     

 〃  企画調整課長 豊島 浩文 

 〃 統括保護観察官 太田 岳留 

 〃 統括保護観察官 後藤 高志 

和歌山市観察協会会長 土山憲一郎 

和歌山市ＢＢＳ会会長 髙垣 晴夫 

市更生保護女性会会長 石谷 秀子 

 〃    第２分会会長  名方 繁子 

 〃   第 3分会会長 井本マチ子 

 〃   第 4分会会長 田畑みき子 

 〃  第 7分会会長 岡崎 節子 

    （ 順 不 同 ・ 敬 称 略 ） 

▲にこやかにご挨拶いただく尾花市長   

大勢の皆さまの参加をお願いします。 

▲写真【上】小西会長の開会あいさつ 【中】丹羽厚生委員長 【下】熊部保護観察所長 

  懇親会に出席いただいたご来賓の皆さま。誠にありがとうございました。 

総会終了後の 17時 30分より、 

２階「鳳凰の間」に於いて尾花正啓 

和歌山市長を始め 20名のご来賓を

お招きし、総勢 101 名で恒例の懇

親会が開催されました。 

 会の進行は、総会に引き続き野々

村総務部会長が担当。小西会長の開

会あいさつの後、尾花市長、熊部観

察所長から来賓挨拶を頂きました。 

開会セレモニーも終わりいよいよ

宴の幕開け。原教育長の乾杯の発声

で一気に雰囲気が盛り上がる。会場

のあちこちのテーブルで談笑の輪が

広がり、それぞれの垣根を越えて連

携を深める良い機会となったとこと

だと思います。 

 

   

 



「和歌山保護司会 
の皆さまよろしく 
お願い致します。」 

 

平成３０年５月２５日和歌 

山保護観察所において保護司

委嘱辞令伝達式及び新任保護

司研修会が開催されました。 

今回委嘱された保護司は県

下全体で１６名、和歌山保護 

司会では４名でした。 

これにより和歌山保護司会

の保護司数は１９５名、充足

率は 9２.４％となりました

 

  

 

 

 

  

ひらた けんじ 
 

 

 

平成３０年３月以降に退任 

保護司の皆さまご苦労さまでした  

お 名 前 ふ り が な 委嘱年月日 退任年月日 従事年数 所 属支 部  

結 城  正 博 ゆうき まさひろ Ｈ１５．０３．１２ Ｈ３０．０３．３１ １５年 和 歌 山 西 

樽 井  郁 子 たるい いくこ Ｓ６２．１１．１６     Ｈ３０．０４．３０ ３０年 和 歌 山 西 

宇治田  清治 うじた せいじ Ｈ１８．０５．２５ Ｈ３０．０５．２５   １２年    和 歌 山 西 

丹 生  和 生 にゅう かずお Ｈ１８．０５．２５ Ｈ３０．０５．２５   １２年 和 歌 山 北 

温 品  圭 司 ぬくしな けいじ Ｈ１４．０５．２５ Ｈ３０．０５．２５   １６年 和 歌 山 北 

 

（ 敬 称 略 ） 

主  催          行 事 名 等 開 催 日 開催時間    開 催 場 所 

東 支 部 第二期定例研修会 ・ 役員会 ７月１７日 １３：３０～ 保護観察所６階 

西 支 部 第二期定例研修会 ９月０４日 １３：３０～ 保護観察所６階 

 

南 支 部 
役員会＆校区別社明街頭啓発物品仕分け会 ６月２６日 １１：００～ 紀三井寺はやし  

南支部社明講演会 ＆ 第二期定例研修会  ７月１０日 １３：３０～ きのくに志学館 

 

和歌山 

保護司会 

研修部会・正副部長会  ６月１８日 １３：３０～  サポートセンター 

協力組織部会・正副部長会 ６月２０日 １３：３０～  サポートセンター 

総務部会・正副部長会 ７月３１日 １３：３０～ サポートセンター 

第３回役員会 ８月２２日 １３：３０～ サポートセンター 

 



  

 

 

去る４月２５日午後１時３０分よ

り観察所研修会議室に於いて、この

４月に転勤されてきた勝田祐子主任

官による「生活環境の調整について」

の研修を受けました。 

引受人との応対等これまでの経験

談を交えながら楽しく研修を進めて

いただいた。その中で、「初めて会

う引受人に対しての留意すること」

について、改めて気づきがあり勉強

になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

研修終了後休息を挟み、熊部昭滋 

観察所長を迎え東支部総会に移りま

した。（出席率８３％・委任状含む） 

 小西健之支部長の開会あいさつに 

続き、熊部所長よりお祝いの言葉を

いただき議事に入りました。今回は

役員の改選もなく全議案も異議なく

承認され予定より早くへいかいとな

りました。  （江川 友章・記） 

       

平成 30年４月２４日（火）午後

1 時 30分定刻通り保護観察所研修

会議室に於て、27 名の参加の下岩

橋総務部長の司会進行で開会。 

まず始めに西村支部長より開会の

挨拶。次に熊部昭滋観察所長より祝

辞をいただき、続いて４月より西支

部の担当になられた川瀬 厚監察官

の着任挨拶をいただきました。 

議長に有田保護司が任命され議事

に入る。①平成 29 年度事業結果報

告並びに決算報告、監査報告が満場

一致で承認される。②平成 30 年度 

 

 

 

◆各支部総会模様◇各支部総会模様◇各支部総会模様◆ 

 

第一期定例研修 

東支部総会を終えて 
事業計画（案）及び予算(案)が、それ

ぞれの担当者より提案され、原案ど

おり承認されました。 

この間約 45分程度。特に問題と

なることなく、スムーズな総会運営

がなされました。会員の皆さまのご

協力に感謝いたします。（事務局・記） 

 

     南支部総会模様 
今年度の総会及び第一期定例研修

は、4月 26 日(火)新装なった和歌山

保護観察所６Ｆ・研修会議室で初め

て開催しました。 

通常総会は午後２時より、畑口事

務局長の司会進行で開会。奥田支部

長の開会挨拶の後、臨席頂いた太田

岳留・統括観察官より来賓の挨拶を

続いてこの４月より南支部を担当さ

れる和田正幸主任観察官の着任挨拶

の後、議事に移った。 

議長に中智子保護司を選任。議案

は「事務局複数制とする」会則一部

改正を含む全６号。中議長の議事進

行と会員の理解・協力で全議案がス

ムーズに可決承認されました。 

また、その他の項目で「逼迫して

きている南支部の会計状況」につい

ての支部長の訴えに、出席会員が応

え和歌山市観察協会への支部分担金

の一部を会員が快く寄付金として拠

出していただくこととなりました。

改めて南支部の会員の温かい気持ち

に感激を覚えた総会でした。 

ただ、当日参加者は２６名、率に

して６５％と少なかったのが気懸り 

でした。   （事務局・記） 

 

・開催日時 平成３０年４月２４日 

・開催場所 河北コミュニケーション 

【開催状況】 

和歌山保護観察所から太田統括観察官

及び小田主任観察官を迎え、支部員３６

名が出席した。森支部長の挨拶、和歌山

保護観察所長の挨拶（太田統括観察官代読） 

 

に続き、議長に玉置和幸氏を選出し

議事を進行。予定されていた議案は

全て承認された。 

その他として、新しく設置された

副事務長に前原壯行氏が就任するこ

とを承認された。 

総会終了後、午後３時３０分から

小田主任観察官による第一期定例研

修会が開催された。 

 

荒木龍彦委員長来和 
  

新しく就任された近畿地方更生保

護委員会・荒木龍彦委員長が、 

５月１８日に和歌山に視察に来ら

れました。サポートセンター和歌 

山には、午後１時頃に熊部保護観 

察所長の案内でお見えになり、企 

画調整保護司１２名が笑顔でお迎

えしました。 

 

 

 

 

 

 

大変気さくなお人柄で一人ひと

りに名刺の交換をして下さいまし

た。サポートセンター和歌山につ 

いては「新任さんいらっしゃい」 

の独自の運営企画や、広報誌「サ 

ポセン和歌山」などについてお褒 

めを頂き、これからの活動に励み 

をいただきました。 

 僅か４０分足らずの来訪でした

が皆の志気が高まり、これからも 

サポートセンターの運営に努力し

ていきたいと強く思った次第です。 

（企画調整保護司 中村咲子・記） 

 

 


